
PROFILE
【小樽商科大学　商学部　卒】

平成 26 年 4 月　北海道財務局　理財部融資課　採用
平成 28 年 7 月　北見出張所　管財課
平成 30 年 7 月　財務省　大臣官房地方課
令和 2 年 7 月　  財務省　理財局地方運用第一係
令和 4 年 1 月　  財務省　理財局地方運用第一係　調査主任
令和 4 年 7 月　  帯広財務事務所　管財課　国有財産管理官（現職）

森　愛永   MORI　MANAE

PROFILE
【立命館大学　国際関係学部　卒】

平成 21 年 4 月 旭川財務事務所　財務課　採用
平成 23 年 7 月 北海道財務局　総務部会計課
平成 25 年 7 月 函館財務事務所　管財課
平成 27 年 7 月 北海道財務局　総務部人事課
平成 28 年 7 月 金融庁　証券取引等監視委員会事務局　取引調査課国際取引等調査室
　　　　　　　  証券調査官
平成 30 年 7 月 金融庁　証券取引等監視委員会事務局　特別調査課　証券取引特別調査官
令和元年 7 月 金融庁　総合政策局総務課審判手続室　納付徴収係長
令和 3 年 7 月 内閣官房　まち・ひと・しごと・創成本部事務局
　　　　　　　　/ デジタル田園都市国家構想実現会議事務局
令和 4 年 7 月 金融庁　監督局総務課信用機構対応室　金融危機対応係長
令和 5 年 7 月 北海道財務局　理財部　金融証券検査官（現職）

田中　飛翔   TANAKA　SHOU

※手に持っているのは、金融庁最寄りの中華料理屋で売っているおススメのザーサイ

　財務局では、東京・霞が関の財務本省へ出向することができます。一方、財務本省は国家公務員採用試験（総合職・一般職）に
より入省することが可能です。
　つまり、財務局に入局しなくても財務本省で働くことはできるわけですが、地方から東京へ出向する意義とは何だと思いますか︖
　財務本省と地方財務局はとても密接に関わりあっています。財務本省は政策の企画・立案の場であるのに対し、地方財務局はその
政策を実行する場であるからです。
　私は財務局・本省の双方で財政融資資金の地方向け貸付に関する業務に携わりました。本省では貸付可能な資金の総量や貸付対象
とできる事業を立案・決定し、財務局では地方公共団体からの借入申請を審査し貸付を実行します。
　本省での立案業務では「資金を借りたい人が望んでいることは何だろう」と考える必要があり、財務局で実際に資金を借りている
地方公共団体とやり取りした経験がとても役に立ったのは言うまでもありません。
　このように、財務局を経て財務本省へ出向することで、地方での業務に対する解像度が高まり、より実効性の高い企画・立案へと
繋がります。地方の声を中央に届け、政策に反映させる。とてもやりがいのある仕事を経験できたと思います。
　ところで、「財務本省はとても忙しくて大変なところなのでは」と心配な方もいるでしょう。実際、繁忙期には残業が続いたりも
しますが、休日を楽しく過ごすことにより、仕事とプライベートのバランスをとるようにしていました。東京はいつもどこかでイベ
ントが催されている街なので、週末に楽しみな予定を入れて、多忙な平日を乗り切っていました。
　この文章が財務局に興味を持つきっかけになれば幸いです。北海道財務局で皆さんをお待ちしております。

　「多種多様な人と出会える面白さ」、これが本省庁勤務を通して一番感じたことです。
　私は平成28年7月から令和5年6月までの間、金融庁と内閣官房で勤務していましたが、その中でも印象的だった仕事は、①出身母
体が異なるメンバー、②他業種の専門家、との協働です。
　①地方創生に関しての立案・企画業務を担当したときは、各省庁の出向者、民間企業の出向者、全国の自治体からの出向者などが一
緒になって仕事をしていました。異なる視点同士なのでよく意見がぶつかりましたが、お互い自分では思いつかない意見がたくさんあ
り、とても刺激的でした。また、政策の方向性等を決めていく中で、場合によってはもの凄いスピードで決めていきます。そのスピー
ドの中で意見を調整しながら決定に至る過程も非常に得難い経験で、例えば、地方創生推進のため「デジタル」という概念をしっかり
検討しようとなったときは、その後1～2か月で多岐にわたる意見を調整しながら方向性の具体化や各事業等の見直しを行ったりもし
ました。
　②また、インサイダー取引等の法令違反に対する調査を担当したときは、元ファンドマネージャー、元証券会社、裁判官、検察官、
公認会計士、弁護士といった専門家の方々とチームとなって仕事をしました。担当する事件・訴訟事案の調査、証拠作成等で、チーム
メンバーからの専門的な知見の共有やアドバイスも受けられ、自分自身も主体的に関与できたこと、調査の過程で海外出張（ニュー
ヨーク等）にも複数回行けたことは非常に記憶に残っています。
　本省庁と財務局の両方を経験することは、自分の視野を広げることはもちろん、多くの知見・知己を得るチャンスであり、更にそこ
で得たものを北海道で共有していくことにより、地域の発展にも貢献できるのではないかと思います。
　そのほか生活環境ですが、一番懸念であった通勤時の満員電車も、最寄り駅次第では、座っての通勤も全然可能でした（私は荻窪駅
（丸ノ内線）から乗車。家から会社まで50分くらい（路線や最寄り駅によっては体当たりをして乗らないと乗車できない場合もあ
り））。また、職場環境（各種ハラスメント・多大な残業）も改革が進んでいますので（現在も積極的に自主改善をしている）ので、
同僚や友達と食事に行ったり、海外旅行にいったりと自由に過ごす時間もとることが出来ました。
　ここでは本省庁勤務に焦点をあてましたが、ぜひ他の職員の頁も見ていただき、皆様の将来の検討に役立てればうれしく思います。
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